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論 文 審 査 結 果 の 要 冒
本研究は､抗がん剤や放射線に対して高い抵抗性を示す腫疲組織内の癌幹細胞のマーカー
としての表面抗原 CD133とCD87の有用性を評価した成果である｡
すでに樹立された肺小細胞癌の細胞株(SBC･3,4,5,6,7,9)を用いて､定量PCR､フローサ
イ トメ トリー､抗がん剤感受性､免疫プロット法､そしてマウス皮下腫癌モデルを用いての
腫療形成能からCD133とCD87の発現量を検討し､さらに各細胞亜集団の癌幹細胞としての
特徴を評価することにより癌幹細胞を分離 ･同定するマーカーとして有用性を検証している｡
CD133とCD87はいずれも癌幹細胞のマーカーとして条件を満たす結果は得られなかったが､
薬剤耐性のマーカーとしての有用性を示すことができたことは新知見である｡ 特にCD133
陽性細胞は薬剤耐性が高く､腫疾形成能も高いため､癌の根治を目指す際に重要な標的にな
ると考えられる｡
本研究成果は化学療法に対して抵抗性を示す肺小細胞癌の治療戦略に繋がるものとして価
値ある業績であると認める｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
